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例　　言
̍ɽ本書は，愛花創業株式会社による倉庫用地造成事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書である。

２ɽ本書に所収される಺༰は，

　・千葉県山武郡芝山町岩山字長作816番地他に所在する，「鍛
か じ や

冶屋台
だい

遺跡」

　・	千葉県山武郡芝山町岩山字入道谷1033番地̍他に所在する，「上
かみかいらい

貝来土
ど

遺跡（1033-1地点）」

　　の発掘調査の成Ռである。

　　	なお，「上貝来土遺跡」については，աڈに発掘調査が実施されてきたので，字名及び地番を入れるこ

とによって，今回の調査地点を໌確にした。

３ɽ	確認調査は，芝山町教育委員会が௚Ӧ事業として実施した。また，本調査及び੔ཧ作業・報告書ץ行は，

愛花創業株式会社の委ୗに基ͮき，千葉県教育ி教育ৼڵ部文化財՝のࢦಋの΋と芝山町教育委員会が

࣍の௨り実施した。

　　「鍛冶屋台遺跡」

　　　確認調査期間　令和２年̍月30日～同年２月̔日

　　　本調査期間　　令和２年10月７日～令和３年̍月̑日

　　「上貝来土遺跡（1033-1地点）」

　　　確認調査期間　令和２年３月10日～同年３月15日

　　　੔ཧ作業期間　令和３年̍月̒日～令和３年３月31日

　　なお，報告書ץ行は令和３年度に実施した。

̐ɽ調査૊৫は，ҎԼの௨りである。

　　　芝山町教育委員会（令和ݩ年度・令和２年度）

　　಺ా　　੣（芝山町教育委員会教育長）

　　小川　ਖ਼໌（教育՝長）

　　Ԟ住　　३（文化ৼ܎ڵ副主װ）

　　山㟒　Ұ໼（文化ৼ܎ڵ副主査）

　　渡辺　修司（調査୲当）

̑ɽ出土遺物，ਤ面等の記録ྨは，芝山町教育委員会がอ؅している。

̒ɽ	本書第̍ਤの地ܗਤは，ࠃ土地ཧӃ発行の２ສ̑千෼の̍地ܗਤʰ多古ʱのҰ部にՃචした΋のを࢖用

した。

７ɽ本書ਤ൛̍に࢖用した΋のはژ葉測ྔ株式会社による平成20年̍月ࡱӨの΋のである。

̔ɽ	発掘調査から報告書のץ行にࢸるまで，Լ記のॾ機関から͝ྗڠをࣀった。ここに記してँҙをදしま

す。

　　千葉県教育ி教育ৼڵ部文化財՝，愛花創業株式会社，株式会社ΞδΞ開発ڵ業，西山ଠ࿠，ٶ಺উາ

凡　例
̍ɽ本書で用いた遺構഑置ਤは，ެ࠲ڞ標（日本測地ܥ）を基४として作成し，ํ位はશて࠲標北をࣔす。

２ɽ遺構ૠਤ中のਫࢳϨϕϧの数஋は，標高஋をࣔす。

３ɽܭ測஋の（　）಺は，ਪఆ஋及びݱଘする஋をࣔす。

̐ɽ本書において遺構名を̙ʹ土坑のようにུ記した。

̑ɽ土層அ面ਤにおける᎟ཚのදࣔを̠とした。
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第１章　序章

１．調査に至る経緯
　株式会社ΞδΞ開発ڵ業では，千葉県山武郡芝山町岩山字長作816番地他に，倉庫用地造成事業をܭըした。

当֘地は，h 千葉県埋蔵文化財෼布地ਤ（２）ɦ とর߹し，ݱ地౿査を行ったとこΖ用地಺にप஌の埋蔵文化

財包蔵地である「鍛冶屋台遺跡」及び「上貝来土遺跡」が所在することが確認され，遺跡༗りの回౴を行っ

た。޻事に先立ち株式会社ΞδΞ開発ڵ業より令和ݩ年̕月25日෇けで，文化財อޢ๏第93৚に基ͮく発掘

ಧ（土໦޻事のಧ出）のఏ出をडけた。

　遺跡のऔѻについて，株式会社ΞδΞڵ業と施޻業者である愛花創業株式会社とのٞڠを行い，遺跡のੑ

֨及びその޿がりを೺Ѳする໨తで確認調査を芝山町教育委員会が௚Ӧで実施し，今後の検౼ࢿྉとするこ

とになった。

　確認調査は，「鍛冶屋台遺跡」は5,200㎡をର৅として令和２年̍月30日～２月̔日に実施し，当֘地域か

ら竪穴住居跡２ݢや土坑２基の遺構が検出された。

　また，「上貝来土遺跡」は，3,486㎡をର৅として令和２年３月10日～３月15日に実施し，当֘地域からは

遺構は検出されなかった。なお，遺物については，ܭ測ෆೳの縄文土器ยが出土した。

　令和２年度になり愛花創業株式会社から「鍛冶屋台遺跡」のऔѻについてのٞڠ要੥があり，開発行ҝの

มߋはෆՄೳとのਃし出があった。

　遺構の検出されたൣғを中৺としたશ体で950㎡の本調査がඞ要なࢫを回౴し，ٞڠ࠶が行われた。その

݁Ռ，やΉをಘͣ記録อଘのॲ置をͣߨることとなり，愛花創業株式会社の委ୗに基ͮき，芝山町教育委員

会が発掘調査を実施した。

　調査期間は，令和２年10月７日～令和３年̍月̑日で，確認調査の時点では竪穴住居跡とࢥわれた遺構が

古墳のपߔとなり，古墳̍基と土坑３基が検出された。

２．遺跡の位置と環境
　芝山町は，千葉県北東部，山武郡の࠷北部に位置し，南北にࡉ長く৳びる಺཮部に所在する。౎৺から西

65Lmݍ಺，県౎千葉市までは西南西28Lm，۝े۝ཬւ؛（ଠ平༸）に西南約15Lmにあたる。当地域は，

ൺֱతࣗવにܙまれ，古くからਓʑのੜ׆のࠟ跡が多く࢒されて，特に古墳܈の立地は஫໨されている。

　近隣の市町は，北に成ా市，東に多古町，南に山武市，ԣ芝ޫ町，西に෋ཬ市にそれぞれ接し，Լ૯台地

の東部に位置し，৿ྛやാ地が޿がる。町域の東を栗山川ਫܥの高谷川が流れ，西には໦ށ川が流れ，૒ํ

のՏ川の࠷上流域に૬当し，両Տ川は南東ํ向に流れ۝े۝ཬւ؛平໺を経てଠ平༸に஫いでいる。

　鍛冶屋台遺跡及び上貝来土遺跡は，山武郡芝山町岩山地先で成ాߓۭࡍࠃの南ଆに近接し，岩山地域は町

の北東部で，県道62号ઢ成ా松尾ઢが西を௨る。古くから谷௡ాやാ地が໨立つ೶村地ଳであったが，新東

がม๴した地域のͻとつである。ক来తには，成ాڥに伴い長ؓな؀ߓ開（ߓۭࡍࠃɿ成ాݱ）ߓۭࡍࠃژ

に発లすることが༧૝さߋ業ஂ地として޻・南部地域は物流基地ߓۭ，ըがありܭ૸࿏の׈の第３ߓۭࡍࠃ

れる。
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　町಺をҰฝすると，چੴ器時代からށߐ時代までの遺跡が170Χ所を௒͑て所在し，県಺で΋古墳のๅ庫

として஌られている。芝山町प辺で100基ఔの古墳が࢒されているがかつては，500基を௒͑る古墳があった

とਪఆされる。

　աڈにप辺では，㈶千葉県文化財センター・㈶山武郡市文化財センターや芝山町教育委員会により発掘調

査が実施されていて，第２ਤ・第̍දに掲載した。

第̍ද　鍛冶屋台遺跡・上貝来土遺跡（1033-1地点）प辺の遺跡Ұཡද
/P. 遺跡名 所在地 ݙ文ߟࢀ 時代
1 鍛冶屋台遺跡 芝山町岩山字長作816他 本書所収 古墳　縄文
2 上貝来土遺跡
（1033-1地点） 芝山町岩山1033-1他 本書所収 縄文

3
大滝遺跡
上貝来土遺跡
貝来土遺跡

芝山町岩山字谷向1437他 ౡ立ܡ　他　2006　h 大滝遺跡　上貝来土遺跡　貝来土遺跡ʱ
㈶山武郡市文化財センター 縄文

4 大滝遺跡
（谷向1412-1地点） 芝山町岩山字谷向1412-1他 大谷弘2009　޾　h 大滝遺跡（谷向1412-1地点）ɦ

㈶山武郡市文化財センター
縄文　古墳
ಸ ・ྑ平安　中ੈ

5 大滝遺跡
（谷向1425地点） 芝山町岩山字谷向1425他 渡辺修司　2019　h 大滝遺跡（谷向1425地点）ɦ

芝山町教育委員会 縄文　ಸྑ

6 大滝遺跡
（谷向1423地点） 芝山町岩山字谷向1423他

渡辺修司　2008　「大滝遺跡（谷向1423地点）」
ʰ芝山町಺遺跡発掘調査報告書-平成20年度-ʱ
芝山町教育委員会

縄文　ಸ ・ྑ平安

7 古 ・॓上谷遺跡 芝山町岩山字古॓
໐ాߒ司　他　1998　「芝山町古 ・॓上谷遺跡」
ʰۭߓ南部޻業ஂ地埋蔵文化財調査報告書ʱ
㈶千葉県文化財センター

ੴ器　縄文چ
ಸ ・ྑ平安　中近ੈ
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鍛冶屋台遺跡

第２章　検出された遺構と遺物

１．鍛冶屋台遺跡
　鍛冶屋台遺跡प辺の遺跡は，北に上貝来土遺跡，東に貝来土遺跡，北西には大滝遺跡，北北西に岩山৓が

所在している。いͣれの遺跡΋高谷川支流によって開析された台地上に所在する。

　今回，調査を行った鍛冶屋台遺跡は，高谷川上流・ઙ川支谷࠷上流部が南北に入りࠐんでいて，෼ਫྮに

あたり，標高42m前後を測る鍛冶屋台支台に立地している。本調査ର৅面積は950㎡である。

ａ．古墳（第̐・̑ਤ）

　調査۠西部に当初竪穴住居跡とࢥわれた遺構であったが，調査をਐめるにつれてߔがまわり，ܗଶからԁ

墳と൑அした。墳ٰはすでにࣦわれていて，遺構検出面はϩーϜ層上面にあたり，ߞ作等による᎟ཚが多く

見られるが，पߔの遺ଘঢ়ଶはൺֱతྑ޷である。

　पߔのن໛は，墳ٰ部が東西で֎ܘで14.8m，಺ܘで11.6m，पߔが֎෯1.60～1.94m，ఈ面෯0.72～1.26m，

ਂさ0.20～0.42mを測る。南北では，֎15.0ܘm，಺11.9ܘm，पߔが֎෯1.72～1.83m，ఈ面෯1.00～1.35mを

測る。அ面は，શ体తにٯ台ܗをఄするが，Ұ部Ώがんだٯ台ܗをఄしている部෼がある。पߔ෯は，確認

τϨンνやߞ作等でҰ部やや෯޿く見͑るとこΖがあるが，ங造当初のपߔ෯のࠩҟはほとんどなかったの

ではと͑ߟる。また，確認面からは，埋૴施ઃは検出されなかった。北西ଆのपߔఈ部に出土遺物΋なく，

本遺構を੾りࠐんだ長1.30ܘm，୹1.04ܘmのପԁܗの土坑が検出されたが，पߔ಺埋૴施ઃではなかった。

　ங造時代だが，埋૴施ઃがະ検出でܭ測ෆೳな古墳時代の੺࠼土ࢣ器ย２点出土したが，ৄࡉな時期ܾఆ

にܽける。ԁ墳という遺構のܗଶや出土した土ࢣ器ยから，̒ੈل前半の所࢈と૝ఆされる。
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第̐ਤ　鍛冶屋台遺跡古墳土層実測ਤ

古墳　土層આ໌
̍ɽ҉׊৭土　୸化ཻࢠগ含　ϩーϜཻࢠやや多含
　　　　　　　しまりएׯあり
２ɽ׊৭土　　ϩーϜϒϩοΫ２～̒mmをগ含
　　　　　　　̍層よりやや໌るい　しまりあり
３ɽ׊৭土　　ϩーϜϒϩοΫ̑～20mmをগ含
　　　　　　　しまりあり
̐ɽ׊৭土　　ϩーϜϒϩοΫ̑～10mmをগ含
　　　　　　　ϩーϜཻࢠ多含　೪ੑあり
̑ɽ׊৭土　　ϩーϜϒϩοΫ̑～10mmをやや多含
　　　　　　　やや໌るめの׊৭土
̒ɽ໌׊৭土　ややくすんだ層でしまりएׯあり
　　　　　　　ϩーϜϒϩοΫ̑～10mmを多含
７ɽ҉׊৭土　ϩーϜϒϩοΫ２～̔mmをগ含
　　　　　　　ϩーϜཻࢠগ含　ややしまりあり
̔ɽ׊৭土　　ややくすんだ҉׊৭土をࠞ入
　　　　　　　ϩーϜཻࢠ及びϩーϜϒϩοΫ
　　　　　　　３～̔mmをগ含　しまりあり
̕ɽ҉׊৭土　７層よりやや໌るいײじの層
10ɽ҉׊৭土　ϩーϜཻࢠやや多含　しまりあり
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第̑ਤ　鍛冶屋台遺跡古墳実測ਤ
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鍛冶屋台遺跡

ｂ．土坑

　調査۠から３基の土坑が検出された。それぞれ，出土遺物΋なく，時期及びੑ֨はෆ໌である。

D-001（第６図，図版２-３）

主軸方向ɿ/－̐°－8。重複関係ɿ୯ಠ。規模と平面形ɿ長1.42ܘmʷ୹1.16ܘmのԁܗをఄし，ਂさ16～

29Dm前後を測る。壁ɿ؇やかに֎܏して立ち上がる。底面ɿԁܗをఄし，平ୱである。

D-002（第６図，図版３-１）

主軸方向ɿ/－48°－E。重複関係ɿ୯ಠ。規模と平面形ɿ長0.98ܘmʷ୹0.78ܘmのପԁܗをఄし，ਂさ36

～42Dm前後を測る。壁ɿ؇やかに֎܏して立ち上がる。底面ɿପԁܗをఄし，やや平ୱである。

D-003（第６図，図版３-２）

主軸方向ɿ/－18°－E又は/－72°－8。重複関係ɿ古墳より新しい時期に構ங。規模と平面形ɿ長1.30ܘm

ʷ୹1.04ܘmのପԁܗをఄし，ਂさ12～60Dm前後を測る。壁ɿ؇やかに֎܏して立ち上がる。底面ɿପԁܗ

をఄし，平ୱである。
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第̒ਤ　%-001～ %-003遺構実測ਤ

%-003土層આ໌
̍ɽ҉׊৭土　ϩーϜཻࢠগ　ϩーϜϒϩοΫ２～̐m/mを多　しまりややܽ
２ɽ҉׊৭土　ϩーϜϒϩοΫ̑～15m/mをやや多　しまりएׯあり
３ɽ׊৭土　　ϩーϜ̍～２Dmを含　ϩーϜཻࢠ多　しまりएׯあり
̐ɽ׊৭土　　ϩーϜ̍～２Dmをやや多　やや҉くしまりएׯあり
̑ɽ҉׊৭土　ややくすんだιϑτϩーϜでしまりएܽׯ
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上貝来土遺跡（1033-1地点）

ｃ．出土遺物

　本遺跡から掲載Մೳな遺物として，縄文土器３点のද࠾土器を掲載する。पߔ等からは，ܭ測ෆՄೳな縄

文土器及び土ࢣ器の小ยが出土した。

２．上貝来土遺跡（1033-1地点）
　本遺跡は，鍛冶屋台遺跡の北ଆにあたり，ઙ川支谷の࠷上流部にあたり，標高30mから35mの台地上に立

地している。

　本遺跡は，調査ର৅面積は3,486㎡で，そのうち258㎡の確認調査を令和２年３月10日から３月15日まで実

施した。その݁Ռ，遺構は検出されなかった。また，縄文土器が10数点出土したが，小ഁยでຎ໣がܹしく，

測Մೳな遺物は出土しなかった。（第３ਤ）ܭ

第２ද　鍛冶屋台遺跡出土遺物࡯؍ද
遺構
/P

ૠਤ
/P 種ྨ 器種 遺ଘ度 ଻土

৭調
時期

֎面 ಺面

ද࠾ 6-1 縄文土器 ਂു ԑยޱ ന৭ཻ ୶ᒵ׊৭ ୶ᒵ׊৭ ՃીརE

ද࠾ 6-2 縄文土器 ਂു ԑยޱ ന৭ཻ　ࠇ৭ཻ　ੴӳ ୶ᒵ׊৭ ୶ᒵ׊৭ ՃીརE

ද࠾ 6-3 縄文土器 ਂു ԑยޱ εコリΞগ　ന৭ཻ　ੴӳ ৭׊ ৭׊ ՃીརE

0 10cm（1/3）
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2
3

表採表採

第７ਤ　鍛冶屋台遺跡出土遺物実測ਤ
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所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

鍛
か じ や

冶屋台
だい

遺
いせ き

跡 散布地
古墳

縄文 なし 縄文土器
当地域では，新発見の古墳
が検出される。古墳 古墳 なし

歴史 土坑３基 なし

上
かみ

貝
かい

来
らい

土
ど

遺
いせ き

跡
（1033-1地

ちて ん

点）
散布地 縄文 なし 縄文土器

要　約

　倉庫用地造成に先行して芝山町教育委員会が，発掘調査を実施した「鍛冶屋台遺跡」
及び「上貝来土遺跡（1033-1地点）」の発掘調査報告書である。
　隣接地を平成14年度に㈶山武郡市文化財センターが「上貝来土遺跡」として発掘調査
を実施し，縄文時代中期中葉から晩期前半までの遺物包含層が検出された。また，北西
の近接地は，平成14年度及び平成20年度に㈶山武郡市文化財センターが「大滝遺跡」「大
滝遺跡（谷向1425地点）」「大滝遺跡（谷向1423地点）」として，平成27年度に芝山町教
育委員会が「大滝遺跡（谷向1425地点）」として発掘調査を実施し，それぞれ縄文時代
中期中葉から晩期前半まで遺物包含層や竪穴住居跡，土坑，平安時代の竪穴住居跡等が
検出され，多数の遺物が出土し，報告されている。
　今回報告する両遺跡は，栗山川の支流である高谷川によって開析された松尾台・鍛冶
屋台支台に位置している。標高は，上貝来土遺跡（1033-1地点）で32m前後，鍛冶屋台
遺跡は38～42mを測り台地上に立地している。上貝来土遺跡は，隣接を平成14年度に調
査が実施され縄文時代中期から後期にかけての土器を始めとする多数の遺物が出土した
が，今回の調査では掲載遺物は出土しなかった。又，鍛冶屋台遺跡は，この地域では，
初めての古墳が発見された。なお，主体部は検出されなかった。

にゅう
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